
株式会社 日立ソリューションズ様の取組事例

（日立ソリューションズ様が提供する営農管理システムの機能拡充にWAGRI APIをご活用）

• 日立ソリューションズ様は、茨城県坂東市において、パン小
麦栽培拡大を目的とした作業省力化のための実証※に取
り組まれています。

• 本実証では、生産者と普及指導員が、日立ソリューション
ズ様が提供する営農管理システムを共有することで、農業
現場におけるITツール普及の課題を克服するとともに、
データ活用型農業の実践を実現されています。

• 日立ソリューションズ様は、本実証で利用する営農管理シ
ステムを構築するにあたり、WAGRIが提供する農地、土
壌、気象、生育予測APIを活用して機能向上を実現され
ています。

※ 本実証は、内閣府・戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「次世代農林水産業
創造技術」（管理法人：農研機構生研支援センター）で実施しております。
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(*1) GeoMation（ジオメーション）は株式会社日立ソリューションズが提供する空間情報ソリューションです。

日立ソリューションズ様がWAGRIを活用して営農管理システム 「GeoMation 地理情報システム」 を構築され、
同システムをパン小麦生産者と普及指導員が活用することで、パン小麦栽培の作業省力化に取り組まれています。
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生産現場における取組概要



【画面例】

土壌(20万分の1) 土壌による圃場の色分け

1kmメッシュ天気
(気温_1時間)

生育ステージ
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筆ポリゴン＋農地ピン

農地ピン情報
表示中

生育ステージ
情報表示中

日立ソリューションズ様がWAGRI APIを活用して機能拡充された

「GeoMation地理情報システム」
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WAGRI活用のメリット WAGRIを活用しない場合の対応等

データ共有基盤の構築

筆ポリゴン、農地ピン
の活用

【生産者と普及組織】
圃場データ構築の労力が大幅に削減され、GIS導入
のハードルが低下。

【生産者と普及組織】
手作業で圃場データを構築しなければならず、GIS導
入のハードルが上昇。

作業計画（長期）

生育予測
の活用

【生産者】
過去実績・経験則に頼らず長期作業計画の策定が
可能になり、新規就農者の参入ハードルが低下。

【普及組織】
その年の気象予報に基づき、作物生育ステージごとの
調査作業計画を精度高く立案することが可能。

【生産者】
過去実績・経験則に基づき作業計画を策定しなけれ
ばならず、新規就農者の参入ハードルが上昇。

【普及組織】
過去実績に基づき作業計画を立案しなければならず、
気候変動の影響を受ける可能性が拡大。

作業計画（短期）

1kmメッシュ気象情報
の活用

【生産者】
耕起、農薬散布、収穫など、直近の天候に左右され
る作業の実施判断を的確に行うことが可能。

【生産者】
天気予報の精度が荒く、直近の天候に左右される作
業の実施判断を的確に行うことが困難。

分析・意思決定

近隣圃場の
作業情報の

WAGRIへの蓄積

【生産者】
近隣圃場の情報を参考に様々な意思決定が可能に
なり、新規就農者の参入ハードルが低下。

【普及組織】
生産者の入力した情報等、様々な情報に基づく的確
な分析が可能。

【生産者】
過去実績や経験則に基づき意思決定を行わなけれ
ばならず、新規就農者の参入ハードルが上昇。

【普及組織】
普及組織が収集した情報しか活用できず、的確に分
析を行うことが困難。

WAGRI活用による生産現場の皆様のメリット



利用したWAGRI API 利用目的

農地API

筆ポリゴンデータ FieldPolygon 地図上に農地の区画情報を表示する。

農地ピン情報データ AgriculturalLand 各圃場の詳細な農地情報を参照可能にする。

土壌API

縮尺20万分の１土壌図 20_1SoilMap 地域の土壌特性を参照可能にする。

5万分の１農耕地包括土壌図 5_1SoilMap （上記と同じ）

気象API

1km単位（メッシュ）の気象情報 WeatherMeshH 各地点の気象情報を参照可能にする。

過去情報の取得 WeatherHistoryH 過去の気象情報を参照可能にする。

生育予測API 水稲収穫適期診断、小麦発育予測 GrowthVti 各圃場の生育予測情報を参照可能にする。

圃場登録API 圃場の登録 Field
圃場情報（所在地、面積等）をWAGRIのプライ
ベート領域に登録する。

栽培作業登録
API

作付登録 Planting 作付情報をWAGRIのプライベート領域に登録する。

日立ソリューションズ様がご利用されたWAGRI API



WAGRI活用のメリット WAGRIを活用しない場合の対応等

データの効率的取得

• WAGRI上の全ての提供データが統一的な認証シ
ステムおよびAPI仕様で提供されており、システム
への取り込みが容易。

• ベクタデータの形式は主にjson形式を採用しており、
クライアント側で簡易に処理可能。

• データが所在するサイトごとに認証情報を取得し
た上で、それぞれのAPI仕様に準拠してデータを
取得する必要。

• データ提供元により異なるベクタデータ（shape
ファイル等）で提供されている場合、GISソフトウエ
ア等での描画処理が煩雑。

簡易なデータ構築
圃場単位の作業記録を、プログラム開発を伴わずに
データ登録・管理することが可能。

作業記録の登録にあたり、現場の要件に応じて個々
にデータベース構築、APIの開発等を行うことが必要。

豊富なデータに基づく
生育予測

• 膨大な生育記録に基づく高い予測精度を実現し、
多品種に対応した生育予測APIを提供。

• 予測のための説明変数データ（日長）は予測対
象年月に応じて自動計算されるため、当該データを
別に取り込むことが不要。

• 大量の生育記録データを独自に収集して予測モ
デルのチューニングを行うことが必要（WAGRIと同
等規模のデータを用意することは困難）。

• 予測のための説明変数データを別途収集してモデ
ルに入力することが必要。

柔軟なデータ構造
GISソフトウエアによる様々な処理に対応可能な柔
軟なデータ構造を提供（例：同一データについてラ
スタ形式かベクタ形式を選択的に利用可能）。

クライアントアプリケーション側でラスタ⇔ベクタ相互
の変換処理が必要となり、実装および処理時間が煩
雑。

WAGRI活用によるサービスプロバイダー様のメリット


